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国際ロータリー第27４0地区
ロータリー財団 地区補助金に関する指針
国際ロータリー第27４0地区　ロータリー財団委員会
	

はじめに
ロータリー財団補助金等に関する改変に対し、地区内各クラブが補助金を円滑に利用し、そして、プロジェクトを成功裏に収めるため、国際ロータリー第２７４０地区ロータリー財団委員会(以下、地区Ｒ財団委員会という)では、地区補助金に関する指針をまとめました。
ロータリー財団からの指導、地区方針の変更などで、予告なしの変更等の可能性がありますが、その節には、皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げます。


地区補助金の指針
国際ロータリー第２７４０地区における地区補助金の指針は次のとおりとする。
申請については、地区補助金とグローバル補助金授与と受託の条件、クラブの参加資格認定覚書（MOU）、地区補助金申請書、ロータリー財団からの指示等を勘案し、随時対応する。

	(1)
	クラブの参加資格認定覚書（MOU）の締結
	クラブの参加資格認定覚書（MOU）が締結される条件
①クラブは、全ての補助金管理セミナーに少なくとも1人以上の会員が出席していること
②クラブ内に3名以上からなる地区補助金のためのプロジェクトチームがあること
③補助金管理者が設定してある事

	(2)
	対象クラブ
	申請全クラブを対象　(補助金が適用できない申請は除外)
1クラブより1件の申請　(単独または合同申請を問わず)

	(3)
	期　間
	実施年度の３月末までに終了するプロジェクト
(５月末までに最終報告書の提出が完了しなければならない)　

	(4)
	対象プロジェクト
	国際ロータリー第27４0地区内地域で実施されるプロジェクト
(被災地を除く)
ロータリアンの積極的な関与が明確に認められるプロジェクト
ロータリー財団及び地区が定める条件等を遵守すること

	(5)
	複数年同一プロジェクトの実施
	全く同じプログラムは2回申請できない
単年度毎にテーマや受益者を変えて実施すること
原則、最長3回までの申請(受益者等が変更になっても、基本的な内容が同じであれば、3回までの申請とする)
(例)同じ公園への植樹であっても、単年度でテーマや受益者を変えて実施する　
初年度　植樹＋清掃　環境保全
	2年目　植樹＋清掃＋小学生に環境問題についての学習実施
		3年目　植樹＋清掃＋身体不自由児施設の子供と一緒に奉仕活動

	(6)
	合同申請について
	希望すれば合同申請は可能
合同申請においても、協同提唱クラブは、クラブ自己資金(補助金と同額)を必要とする
提唱クラブが申請・報告義務・資金管理等の全責任を負う

	(7)
	クラブ自己資金と
補助金申請額
	補助金申請額（補助金として認められる項目に限る）は、クラブ自己資金と同額以下

	(8)
	1クラブあたりのプロジェクト資金の上限と下限
	補助金対象額合計の1/2（但し、千円未満切り捨て）

下限：補助金申請額1万＋自己資金1万以上 のプロジェクト
上限：補助金申請額２0万＋自己資金２0万以上 のプロジェクト
それ以外は要相談
クラブ自己資金に上限はなし

	(9)
	補助金支給決定額
	応募件数・申請総額により、変動あり
クラブの地区補助金申請総額が、地区補助金総額を超えた場合、下記の内容等を勘案して、各クラブへの地区補助金額の変更を地区R財団委員会で決定する
1 補助金申請額
2 地区補助金の過去の使用実績
3 1人あたりの年次基金およびその他の寄付の額
（直近3年分を参照）




※２０２１年度より、MOU・申請書は、ガバナ－エレクト事務所へ送ること。

